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次号（令和８年度vol.3）は10月に発行予定

掲載した書影の著作権許諾済み

絵本ずかん

大人も子どもも
幸せになる
名作絵本200選

金柿秀幸／著
SBクリエイティブ

絵本屋さんと
園長先生がえらぶ
子どもに読みたい
絵本211冊 0～5歳児

岩田亜紀／著
鈴木八重子／著
チャイルド本社

もどってきた
ガバタばん

渡辺茂男／やく
ギルマ・ベラチョウ／え
福音館書店

まんまるまるごと
りんごパイ

モード・リンゼイ／作
つちだのぶこ／絵
おびかゆうこ／訳
偕成社

予約もできる

見開きカラーで内容の１シーンが掲載され、しっ

かりしたあらすじもあるので、絵本の雰囲気をつ

かみやすい１冊です。全国の保護者、司書、書店

員が書いた「みんなの声」を参考にして、新しい

絵本との出会いを探してみてはいかがですか。

季節や行事のほか、虫、恐竜、乗り物など子ども

の興味に沿ったジャンルに分けて絵本を紹介して

いて、「今」探したい内容の絵本を見つけやすい

作りになっています。途中のコラムや「園長先生

の保育エピソード」も、読むと子育ての参考にな

る内容が満載です。

ガバタばんとは、エチオピアの将棋盤のことです。

男の子が、ラクダを連れている男に出会い、お気

に入りのガバタばんの代わりにナイフをもらいま

す。そこから次々に交換して…最後は何になるで

しょうか？日本のわらしべ長者によく似たエチオ

ピアの昔話です。

りんごのパイが食べたくて、りんごをさがす旅に

出たおばあさん。途中でいろいろな人に出会って

物々交換していくという、１００年以上前からア

メリカで語られてきた昔話です。

レシピもついているので、読み終えた後、親子で

一緒にパイを作るのもいいですね。

今回の特集は「世界の昔話」です。定番のお話から、遠い

国の珍しい民話までたくさん取り上げました。お気に入り

のお話が見つかりましたら幸いです。えほん図書館では

「ようじ１５」「じどう３」の棚に「せかいのむかしばな

し」の絵本を集めています。このライブラをきっかけにし

て、色々な国の昔話を手に取ってみてくださいね。（M）
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日本でもおなじみのたなばたは、中国から

伝わったお話です。牛飼いと織姫と、ふた

りの子どもたちが出てきます。水彩画の優

しいイラストで、日本とはちょっと違うた

なばたのお話を読んでみませんか？

おはなし会・イベントの
おしらせはコチラ

親
子
で
楽
し
む

世
界
の
昔
話

メロウ

アイルランド民話

せなけいこ／再話・絵
ポプラ社

おはなしはどこからきたの？

南アフリカのむかしばなし

さくまゆみこ／文 保立葉菜／絵
BL出版

マンザンダバは子どもたちに聞かせる

おはなしを探し回ります。日本から遠

く離れた南アフリカでも、海の宮殿に

連れて行ってくれる動物は同じ。異国

の話から日本と共通する部分を一緒に

探すのも面白そうです。

本の予約はこちらから

紙面では紹介しきれなかった、

ほかの絵本の紹介も読むことができます

プッチェットのぼうし

イタリアのむかしばなし

中脇初枝／再話 アヤ井アキコ／絵
あすなろ書房

落としてしまった帽子を返してほしい

プッチェット。代わりに渡すパンを手

に入れるには誰に聞きにいけばいいで

しょう？次から次へと交換条件が積み

重なっていく『くり返し』の展開が楽

しい絵本です。

おまつりを
たのしんだ
おつきさま

メキシコのおはなし

マシュー・ゴラブ／文
レオビヒルド・マルティネス／絵

さくまゆみこ／訳
縣秀彦／天文監修

のら書店

メキシコのオアハカ地方に伝わるおはなし

です。現地では太陽が昇った後、まだ空に

月が残っていると「ゆうべはおつきさまが

おまつりをしてたんだね」と言うそうです。

にぎやかなおまつりの様子に想像力をかき

たてられます。

たなばた

君島久子／再話 初山滋／画 福音館書店

きたかぜとたいよう

イソップ童話

イソップ／[作] バーナデット／絵
もきかずこ／訳

西村書店

みんなで声を合わせておお

きなかぶを抜きましょう！

かぶを抜く時のかけごえも

楽しんでくださいね。

絵本からはみ出すくらい迫

力のあるかぶの絵にも注目

してみてください。

おおきなかぶ

ロシア民話より

いもとようこ／文絵
金の星社

三びきのこぶた

イギリスの昔話

瀬田貞二／やく 山田三郎／え
福音館書店

物語の結末が様々ある昔話

ですが、こちらは昔ながら

のちょっと残酷な終わり方。

おちゃめなこぶたと怖いオ

オカミ、定番の物語を楽し

んでみてはいかがですか。

まほうのひょうたん

スリランカの昔話

シビル・ウェッタシンハ／再話・絵
松岡享子／訳 福音館書店

大人が４人も中に入ってし

まうほど、とてつもなく大

きなひょうたん。流れ流れ

てどこへ行く？ 奇想天外

な展開が躍動感いっぱいに

伝わります。

●おおきなかぶ

●おはなしはどこ
からきたの？

●おまつりを
たのしんだ
おつきさま

●きたかぜと
たいよう

●三びきのこぶた

●たなばた

●プッチェットの
ぼうし

●まほうの
ひょうたん

●メロウ

どちらが強いかの勝負で、

旅人のマントを脱がせよ

うとがんばる北風と太陽。

やわらかなタッチの絵の

中には、どのページにも

動物が描かれています。

ぜひお子さんと一緒に探

してみてくださいね。

ある漁師が海辺でメロウという人魚

に出会います。２人にはどんな交流

が待っているのでしょうか。せなけ

いこらしい背すじがひんやりする場

面もあり、暑い季節に読みたい幻想

的なおはなしです。


